
金
揮
官
蹟
志
巻
十
五

に
、
今
と
て
も
毎
春
元
自
民
、
村
中
の
亭
主
た
る
も
の
、
此
地
の
村

長
が
家
へ
年
始
の
賀
に
ゆ
き
.
新
春
の
賀
詞
を
越
ぺ
て
後
‘
御
軍
役

の
事
忘
却
す
べ
か
ら
宇
と
、
村
長
よ
り
一
人
々
々
に
申
渡
す
事
恒
例

也
。
故
に
此
村
の
亭
主
た
る
者
は
、
斧
一
挺
と
山
万
一
挺
と
を
新
し

'
く
捌
ぎ
立
て
、
御
軍
役
の
用
・
な
り
と
て
‘
人
々
常
に
貯
へ
所
持
す
る

事
今
猶
然
り
と
ぞ
。
一
と
せ
米
償
高
貨
に
し
て
、
飢
渇
に
せ
ま
り
乞

食
と
成
る
に
及
ん
で
、
危
く
f
t
I
斧
・
山
万
を
持
出
で
、
市
民
鷲
ぎ

'
て
糧
に
か
へ
し
者
も
あ
り
と
か
や
。
践
に
山
野
質
朴
の
人
の
貞
心
に

は
、
い
か
ば
か
り
せ
っ
た
か
る
べ
し
と
、
涙
を
催
す
に
飴
り
あ
り
。

と
い
へ
り
。
此
は
薪
木
昌
を
揚
げ
し
木
呂
場
の
因
み
に
記
載
し
て
、

犀
川
木
昌
の
考
控
と
す
の
み
。

。
川
上
角
場
跡

此
の
角
場
は
‘
川
上
新
町
大
桑
御
坊
の
向
ひ
怠
る
町
裏
に
あ
り
て
、

奮
務
中
級
卒
の
錦
地
稽
古
所
た
り
。
此
の
角
場
は
、
延
貨
の
金
海
聞

に
、
土
川
除
の
内
に
練
場
三
十
一
聞
に
三
十
聞
と
記
載
す
。
但
し
共

の
創
立
の
年
月
は
い
ま
だ
記
録
中
に
所
見
な
し
。
按
守
る
に
、
間
関
家

〈

τ
s
v

見
聞
集
に
、
寛
文
三
年
六
月
三
目
、
犀
川
根
畠
之
上
が
け
・
滋
野
川
観

音
山
之
下
、
夏
の
内
御
家
中
之
者
錦
地
稽
古
所
に
被
ν
定
。
依
v
之
居
屋

ら
宇
。
寛
永
の
頃
は
野
間
山
に
で
も
放
っ
と
見
ね
て
、
寛
永
十
七
年

の
五
月
十
二
日
並
に
十
四
日
に
、
高
原
市
兵
衛
門
人
坂
本
五
郎
左
衛

門
と
云
ふ
者
.
野
岡
山
に
て
放
っ
事
、
奮
記
に
載
せ
た
り
。
と
あ
り
。

平
次
按
宇
る
に
、
右
宮
岡
氏
の
訟
の
如
く
、
寛
文
三
年
六
月
の
令
文

に
、
犀
川
棋
畠
之
下
が
け
と
あ
る
銃
放
場
は
、
川
上
新
町
・
な
る
角
場

た
る
ぺ
し
。
此
の
角
場
は
犀
川
を
隔
つ
と
い
へ
ど
も
、
川
向
ひ
は
棲

畠
の
が
け
に
て
、
が
け
下
と
も
い
ふ
ぺ
し
。
さ
れ
ば
川
上
角
場
は
寛

文
三
年
に
命
ぜ
ら
れ
し
と
聞
ゆ
。
然
る
時
は
此
の
川
上
角
場
は
‘
そ

の
か
み
観
音
山
の
角
場
と
ひ
と
し
く
、
鰭
士
の
銃
放
場
に
て
あ
り
し

を
、
後
に
輯
卒
の
銃
放
場
と
成
り
た
り
し
と
閲
ゆ
。

O
放
銃
場
規
則

聞
事
昌
披
問
答
に
云
ふ
。
高
治
二
年
正
月
六
日
の
御
定
容
に
、
稽
古
的

打
申
儀
御
赦
免
被
v
成
、
植
木
に
と
ま
り
候
鳥
或
は
あ
げ
星
打
越
-
な
ど

無
v
之
様
に
、
狼
に
打
申
問
敷
皆
被
v
定
也
。
寛
文
三
年
六
月
三
日
才
川

槙
畠
之
下
が
け
・
浅
野
川
観
音
山
之
下
雨
所
に
て
、
御
家
中
之
者
並

叉
者
錦
地
稽
古
仕
‘
居
屋
敷
之
外
於
=
所
々
-
鍬
勉
打
候
儀
御
停
止
初

る
也
と
。
按
宇
る
に
、
・
居
屋
敷
の
内
に
て
錦
地
打
儀
は
‘
利
長
卿
の

御
代
よ
り
、
四
月
朔
日
よ
り
七
月
晦
日
ま
で
御
赦
菟
、
八
月
朔
日
よ

金
滞
古
蹟
蕊
巻
十
五

敷
之
外
於
昌
所
h
f
鎌
一
地
釘
候
儀
御
停
止
と
あ
り
。
右
は
此
の
時
の
越

書
の
文
を
共
の
館
事
げ
た
る
も
の
也
。
共
の
建
書
は
即
ち
欝
藩
定
書

中
に
記
載
す
。
三
州
志
来
図
概
覧
附
録
笠
宮
ふ
。
寛
文
三
年
六
月
三

日
の
出
令
に
、
犀
川
根
畠
之
下
が
け
・
浅
野
川
親
普
山
之
下
雨
所
と

あ
る
観
音
山
は
、
寛
友
五
年
三
月
廿
八
日
の
出
令
に
、
茶
白
山
に

τ

放
銃
停
止
と
見
h
、
叉
成
の
十
二
月
朔
日
の
出
令
位
、
金
津
士
第
に

て
放
銃
停
止
。
卯
辰
山
・
犀
川
・
浅
野
川
の
岸
=
一
ク
所
演
放
年
中
不
v

支
。
と
見
ゆ
。
右
卯
辰
山
と
-X
ふ
事
不
v
容
。
共
放
銃
場
今
知
る
者
な

し
。
文
犀
川
根
畑
之
下
が
け
と
い
ふ
も
鮮
か
た
ら
4
1
0

今
の
下
根
州

の
角
場
は
、
先
手
組
及
び
割
場
附
等
極
卒
の
銃
場
に
て
、
犀
川
川
上

新
町
の
角
場
は
河
の
此
方
た
り
。
さ
れ
ば
之
を
模
畑
の
下
が
け
と
は

不
v
可
v
言
。
寺
町
棋
畑
の
角
場
は
共
の
初
め
よ
り
有
v
之
.
大
組
持
筒

方
共
共
の
組
々
の
放
場
い
ま
だ
出
来
た
き
以
前
は
、
此
の
銃
場
へ
出

で
演
放
せ
し
よ
し
也
。
此
の
銑
場
の
下
の
が
け
は
、
滋
野
川
観
音
山

の
下
の
如
き
に
や
。
然
ら
ぽ
此
所
に
て
共
の
頃
演
放
せ
る
か
。
観
音

山
の
下
と
あ
る
は
、
今
の
浮
明
寺
の
後
ロ
、
川
の
向
ひ
た
り
。
此
の
外

土
清
水
・
鈴
見
山
・
う
つ
ぎ
演
・
本
吉
・
鱗
勉
強
細
工
人
の
宅
・
犀
川
川

上
等
に
於
て
、
営
時
放
銑
す
る
は
流
例
た
る
か
‘
許
菟
の
定
令
見
賞

• 

常
園
手
取
川
よ
り
竹
橋
迄
.
能
登
口
高
松
迄
限
、
御
家
中
之
緒
侍
大

鷹
・
小
鷹
に
よ
ら
宇
不
v
可
v
遣
、
並
銭
抱
に
而
烏
釘
候
事
竪
令
=
停
止
-

り
=
一
月
晦
日
ま
で
御
停
止
の
と
と
顕
然
た
り
。
右
御
代
に
村
山
盟
前

と

τ、
二
千
石
賜
は
り
足
極
頭
に
て
‘
鵠
野
川
小
橋
の
下
、
後
の
前

回
主
膳
居
屋
敷
の
所
に
居
住
す
。
此
の
盟
前
御
定
に
背
き
、
御
停
止

の
月
に
至
り
鍛
勉
を
第
v
打
た
り
。
依
v
之
知
行
被
昌
召
放
-
候
。
以
後
池

聞
輝
政
に
仕
へ
、
傍
輩
白
井
十
太
夫
と
一
宮
ふ
者
と
口
論
せ
し
ゅ
ゑ
牢

人
と
成
り
、
勢
州
に
於
て
臼
井
鑓
を
以
、
盟
前
薬
物
に
乗
行
き
け
る

鹿
を
突
殺
す
。
と
い
へ
り
。
=
一
州
志
来
図
概
究
附
録
の
頭
註
に
云
ふ
。

寛
永
十
一
年
村
山
盟
前
改
易
也
。
罪
の
一
に
、
停
止
の
期
日
の
外
に

勝
手
に
銃
術
修
行
を
居
宅
に
て
な
す
ゆ
ゑ
と
あ
り
。
然
ら
ぽ
居
第
に

て
放
銃
期
月
の
外
停
止
の
事
は
、
寛
永
の
初
よ
り
の
定
の
や
う
た

り
。
迫
考
す
ぺ
し
。
と
あ
り
。
平
次
按
宇
る
に
、
古
定
書
中
に
戟
せ

た
る
鹿
長
六
年
以
来
の
定
番
共
に
、
銃
放
期
月
の
建
番
は
所
見
た

・
し
。
寛
永
十
四
年
四
月
廿
一
日
の
定
書
に
、
花
火
・
ね
宇
み
火
・
り
う

せ
い
・
寧
火
之
事
と
停
止
の
ク
僚
に
記
載
し
、
同
十
六
年
五
月
八
日
.
・

の
史
書
に
も
‘
花
火
・
ね
宇
み
火
・
り
う
せ
い
・
車
火
御
停
止
之
事
。
と

あ
り
。
叉
寛
永
十
六
年
八
月
の
遺
書
に
左
の
如
く
あ
り
。




